
　
東
久
留
米
市
は
、
今
年
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
村
か
ら

町
へ
、
町
か
ら
市
へ
、
そ
し
て
50

年
。
そ
の
移
り
変
わ
り
を
通
し
て
、

私
た
ち
が
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
久
留
米
市
の
誕
生

　
東
久
留
米
市
は
昭
和
45
年

（
1
9
7
0
年
）10
月
１
日
に
誕
生

し
ま
し
た
。
東
京
の
郊
外
は
、
日

本
の
高
度
成
長
期
で
あ
る
昭
和
30

年
代
以
降
、
都
心
で
働
く
人
々
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
大
き
く
変

貌
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
純
農
村

地
帯
と
し
て
長
い
間
日
本
の
原
風

景
を
残
し
て
き
た
多
摩
地
域
も
次

第
に
人
口
が
増
加
し
、
昭
和
31
年

（
1
9
5
6
年
）
8
月
1
日
に
当

時
の
久
留
米
村
は
北
多
摩
郡
で
は

最
も
遅
く
町
制
を
施
行
し
て
久
留

米
町
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
人

口
は
約
１
万
人
で
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
34
年
の
ひ
ば
り
が
丘
団

地
を
皮
切
り
に
、
東
久
留
米
団

地
・
滝
山
団
地
な
ど
の
大
規
模
住

宅
が
次
々
に
建
設
さ
れ
、
市
制
施

行
直
前
の
昭
和
45
年
1
月
に
は
7

万
8
千
人
の
日
本
一
人
口
の
多
い

「
町
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
同
年
10
月
1
日
に
東
久
留

米
市
の
誕
生
で
す
。

　
町
か
ら
市
へ
、
そ
の
時
、
問
題

と
な
っ
た
の
が
市
の
名
称
で
し

た
。
町
民
1
0
0
0
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
久
留
米
市
」
が

47
％
、「
別
の
市
名
を
考
え
る
」

が
36
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
が
17
％
と
、
約
半
数
が
そ
の

ま
ま
久
留
米
町

←

久
留
米
市
を
希

望
し
ま
し
た
。

　
市
の
歴
史
に
詳
し
い
識
者
の
方

の
な
か
に
も
久
留
米
と
い
う
名
を

残
し
た
い
と
い
う
意
見
や
、
別
の

市
名
と
し
て
、
駅
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
東
久
留
米
に
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
参
考
と
し
て
、
町
議

会
の
市
制
施
行
特
別
委
員
会
で
最

終
的
に
決
定
さ
れ
た
の
が
「
東
久

留
米
市
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
最
も
多
か
っ
た
久
留
米
市
に
な

ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
理
由
が
九
州
の
福
岡
県
久
留
米

市
の
存
在
な
の
で
す
。
市
制
施
行

の
年
の
3
月
12
日
に
当
時
の
自
治

省
事
務
次
官
か
ら
一
つ
の
通
知
が

出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
内
容
は「
新

た
な
市
と
な
る
普
通
地
方
公
共
団

体
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

市
の
名
称
と
同
一
と
な
り
又
は
類

似
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
十

分
配
慮
す
る
こ
と
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、「
同

じ
市
名
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
市
制
施

行
の
僅
か
7
カ
月
前
の
通
知
が
決

定
的
で
し
た
。
市
制
施
行
の
準
備

が
始
ま
っ
た
の
が
4
月
で
す
か

ら
、
歴
史
の
偶
然
な
の
か
、
自
治

省
が
意
図
し
た
の
か
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
は
当
然
委
員
会
で

も
議
論
さ
れ
、
広
島
県
と
東
京
都

に
同
じ
府
中
市
が
あ
る
と
い
う

前
例
の
存
在
を
理
由
に
自
治
省

と
の
検
討
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
府
中
市
の
場
合
は
施
行
日
が

昭
和
29
年
（
1
9
5
4
年
）
3

月
31
日
と
4
月
１
日
で
あ
っ
た
た

め
の
例
外
措
置
で
あ
り
、
通
知

以
前
の
事
例
で
し
た
（
現
在
は
他

に
北
海
道
と
福
島
県
の
伊
達
市

が
あ
り
ま
す
）。

　
大
正
4
年
（
1
9
1
5
年
）
に

武
蔵
野
鉄
道
（
現
西
武
池
袋
線
）

が
開
通
し
た
時
に
で
き
た
東
久
留

米
駅
も
九
州
の
久
留
米
駅
と
混
同

し
な
い
よ
う
に
、
東
の
久
留
米
、

東
京
の
久
留
米
と
い
う
意
味
合
い

を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
経
緯
は

あ
り
ま
す
が
、
55
年
間
も
親
し
ま

れ
た
名
称
で
あ
り
、「
久
留
米
」

と
い
う
文
字
も
残
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
民
に
は
ほ
ぼ
抵
抗
な
く
受

け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。「
東

久
留
米
」
は
、
駅
名
と
合
わ
せ
れ

ば
1
0
5
年
の
歴
史
あ
る
名
称
と

も
い
え
る
の
で
す
。

　
久
留
米
の
由
来

　
そ
れ
で
は
久
留
米
と
い
う
名
称

そ
の
も
の
は
何
に
由
来
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
東
久
留
米
市
の
前
身
で
あ
る
久

留
米
村
が
誕
生
し
た
の
は
、
明
治

22
年
（
1
8
8
9
年
）
4
月
1
日

の
こ
と
で
す
。
明
治
維
新
後
、
さ

ま
ざ
ま
地
方
行
政
制
度
の
改
革
が

試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、
江

戸
時
代
の
村
を
単
位
と
す
る
地
方

制
度
に
戻
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

小
さ
な
単
位
に
よ
る
地
方
行
政
の

運
営
は
極
め
て
困
難
で
、
明
治
17

年
（
1
8
8
4
年
）
に
複
数
の

村
々
を
ま
と
め
る
形
で
連
合
戸
長

役
場
の
制
度
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
時
に
久
留
米
村
の
母
体
と

な
る
、
神
山
村
・
門
前
村
・
落
合

村
・
小
山
村
・
南
沢
村
・
前
沢
村
・

下
里
村
・
柳
窪
村
・
柳
窪
新
田
・

栗
原
新
田
の
10
ヶ
村
が
ま
と
ま

り
、「
前
沢
村
外
九
ケ
村
戸
長
役

場
」（
連
合
戸
長
）
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
明
治
21
年
に
「
市

制
町
村
制
」
が
公
布
さ
れ
、
翌
年

の
4
月
1
日
以
降
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
明
治
の
大
合
併
で
、
当

時
7
万
以
上
あ
っ
た
町
村
が

1
5
8
0
0
と
な
り
ま
し
た
。
久

留
米
村
の
誕
生
も
こ
の
時
で
す
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
も

村
の
名
称
で
す
。
こ
の
時
の
合

併
は
、
連
合
戸
長
役
場
が
そ
の

ま
ま
町
村
と
な
る
例
が
多
く
、

久
留
米
村
も
そ
う
で
し
た
。
勝

手
な
想
像
で
す
が
、
野
良
仕
事

が
終
わ
っ
た
夜
、
各
村
の
代
表

が
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
何
日
も
話

し
合
い
が
続
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
と
め
役
は
連
合
戸
長
の
岸
宇

左
衛
門
さ
ん
で
す
。
前
沢
村
の

代
表
は
、
や
は
り
今
ま
で
前
沢

村
外
九
ヶ
村
だ
か
ら
前
沢
村
に

す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
や
い
や
一
番
面

積
が
広
い
の
は
南
沢
村
だ
、
門

前
村
は
水
田
が
多
い
ぞ
、
小
山
村

は
農
地
も
多
い
し
商
店
も
多
い
、

柳
窪
村
は
大
き
な
家
が
沢
山
あ

る
、
な
ど
な
ど
色
々
な
意
見
が
出

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
、

日
本
昔
話
の
よ
う
に
髭
を
生
や
し

た
知
恵
の
あ
る
長
老
が
登
場
で

す
。「
ま
て
ま
て
、
こ
れ
か
ら
新

し
い
村
を
作
る
の
に
自
分
の
こ
と

だ
け
考
え
て
い
る
場
合
で
は
な

い
、
皆
が
ま
と
ま
る
こ
と
が
大
事

だ
。
そ
こ
で
提
案
だ
が
、
全
て
の

村
に
共
通
す
る
川
の
名
前
は
ど
う

だ
ろ
う
？
そ
う
久
留
米
川
の
久
留

米
だ
よ
。
久
留
米
村
だ
よ
！
」
も

ち
ろ
ん
当
時
の
会
議
録
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
私
に
は
こ
ん
な
情

景
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
す
。

　
今
の
黒
目
川
は
、
江
戸
時
代
後

期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
に
は
久
留
目
川
・
来
目

川
と
表
記
さ
れ
、柳
窪
に
あ
る「
梅

林
の
碑
」
に
は
来
梅
川
と
も
書
か

れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
期
の
『
皇

国
地
誌
』（
未
刊
）
の
原
稿
に
も

久
留
米
川
の
表
現
が
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
か
ら

明
治
に
か
け
て
は
「
く
る
め
川
」

が
一
般
的
な
呼
び
名
で
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。「
く
る
め
」

の
語
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
氷
川
台
に
住
ん
で

い
た
地
名
研
究
者
の
丹

羽
基
二
さ
ん
は
湧
き
水

の
ク
ル
ク
ル
渦
巻
く
姿

と
、
そ
の
古
語
で
あ
る

「
ク
ル
メ
ク
」
を
語
源
に
し

て
い
る
可
能
性
を
指
摘

し
、
地
図
の
研
究
者
の
今

尾
恵
介
さ
ん
は
川
が
蛇
行

す
る
と
こ
ろ
に
多
い
「
く

る
む
」「
目
く
る
め
く
」
と

同
源
ら
し
い
と
し
て
、
両

氏
と
も
福
岡
県
久
留
米
市

を
流
れ
る
筑
後
川
と
の
共

通
性
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
久
留
米
と
い
う
漢
字

は
、
当
時
水
田
の
少
な

か
っ
た
土
地
柄
を
反
映
し

て
、「
久
し
く
米
を
留
め
る
」
と

い
う
豊
か
さ
へ
の
願
望
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
久
留
米

村
の
名
称
は
黒
目
川
の
当
時
の
呼

び
方
で
あ
っ
た
久
留
米
川
か
ら
付

け
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
説
明

と
し
て
定
着
し
た
の
で
す
。

　
私
が
市
の
教
育
委
員
会
に
文
化

財
の
専
門
職
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
頃
、
一
番
多
い
質
問
が
こ
の

久
留
米
の
由
来
で
し
た
。
い
つ
も

こ
の
定
説
を
答
え
る
も
の
の
、
確

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
疑
問
は
常
に

頭
の
片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
で
す
。
明
治
時
代
の
行
政
文

書
を
整
理
し
て
い
る
時
に
あ
る
書

類
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。
明
治

21
年
8
月
に
作
成
さ
れ
た
『
里
道

調
』（
り
ど
う
し
ら
べ
）
と
い
う

連
合
戸
長
が
作
成
し
た
村
々
の
道

路
の
調
査
報
告
で
す
。
そ
の
中
を

丹
念
に
調
べ
て
い
く
と
「
久
留
米

川
」
と
い
う
表
記
が
い
く

つ
も
あ
る
の
で
す
。
し
か

も
、
最
後
に
は
翌
年
久
留

米
村
と
な
る
予
定
の
範
囲

の
略
図
が
添
付
さ
れ
て
い

ま
し
た（
写
真
参
照
）。こ
の

書
類
が
作
ら
れ
た
の
は
、

想
像
で
書
い
た
村
の
名
前

を
皆
で
考
え
て
い
る
真
っ

只
中
の
こ
と
で
す
。そ
の
後

も
多
く
の
行
政
文
書
を
調

べ
ま
し
た
が
、
こ
の
『
里
道

調
』
が
最
も
古
く
久
留
米

と
表
記
し
た
公
的
文
書
で

あ
り
、
し
か
も
久
留
米
村

成
立
の
7
ヶ
月
前
の
事
で
、

直
接
村
名
に
触
れ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、「
久
留
米
村
の

由
来
は
久
留
米
川
」
と
い
う
具
体

的
な
証
拠
と
考
え
て
間
違
い
な
い

と
い
う
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
広
が
り
、
何
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ら
れ
る
時

代
で
す
が
、
こ
の
久
留
米
の
由
来

を
知
る
経
過
か
ら
も
、
多
く
の
人

の
話
を
聞
く
、
分
か
ら
な
い
事
を

大
切
に
す
る
、
小
さ
な
出
会
い
を

見
逃
さ
な
い
、
必
ず
原
典
を
確
認

す
る
、
な
ど
の
基
本
の
大
切
さ
を

私
は
学
び
ま
し
た
。
歴
史
を
作
る

の
は
私
た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　（
次
号
に
続
く
）

　市制施行50周年を記念
し、今号と次号の 2回にわた
り、東久留米市文化財保護審
議会副会長の山﨑丈さんに、
歴史に学ぶ大切さについて伺
います。
　市制施行前夜の動きを知
り、奥深い歴史探索に足を踏
み入れてみましょう。

　この未曽有の状況下にあって、現場におい
て全方位からの最善を考えて下さっている校
長先生方、教職員の皆様及び事務局の皆様、
そして何よりもご家庭にあって日々子どもた
ちを守って下さる保護者の皆様に心より感謝
申し上げます。ありがとうございます。
　そして多くの制限の中にあっても元気に過ごして頑張って
いる子どもたちに、感謝とエールを送りたいと思います。

◆　　　　　　　◆
　長引く臨時休校に加え、出口がなかなか見通せず、不安や
ストレスは計り知れないものとなっていると思います。自宅
で過ごす時間も早や 2 カ月経ち、「お家（うち）時間を有効
に使おう」にも、学習の遅れや体力低下、気持ちの落ち込み
などが心配となっているころだと思います。
　教育委員の私には、地域の保護者の皆様から、心配事の声
が届きます。「ほかのご家庭と較べて自分のうちでやってい
ることの違いに不安を感じてしまう」が多いです。また、
「○○小学校のドリルは先生の手作りでカラーなのに‥‥」
「地頭が良い子はいいけどうちの子は‥‥」「東久留米市は学
習環境のオンライン化が他市より遅いのではないか」「○○
中学校はいつもメッセージを更新してくれているのに…」な
どさまざまです。
　ただでさえ多くの不安に囲まれている中、他の家庭の様子
を聞くと、親としてはより一層、不安に駆られてしまこと
は、私も自分の子どもたちを見ていてよく理解できます。こ
のままで大丈夫なのかと…。新入生や受験生、病気やハン
ディキャップがあり、日々の訓練が欠かせない子どものいる
ご家庭であればなおさらのことでしょう。
　ですが、あえて、今のこの苦しい時期、大人の私たちが、
“心やわらかく”構えていきませんか。
　 1、 2年でしたら、学習面では学校再開直後は差が出るこ
ともあるかもしれませんが、この先の長い人生で考えてみた
ら取り返せないことはきっとないはずです。この大変な時期
を、周りのみんなと助け合って乗り越えていくことを保護者
が子どもたちに見せて生活していけば、その様子を間近で見
ている子どもたちは、きっと逞（たくま）しく、どんな苦難
をも乗り越えていける子になると信じて。学校のホームペー
ジや市報などにも、家庭学習のヒントやアイデアがたくさん
載っています。楽しいお家時間の過ごし方も載っています。
室内運動の方法や子どもと一緒に観賞したい映画、楽しい書
籍の案内なども、ぜひ参考にしてみてください。「子どもた
ちも自分たち教員も毎日学校に来ることが当然だと思ってい
たが、誰もいない、声のしない教室の何と寂しいことか…。
数か月前には当たり前だった日々が実はそうではなかったん
だと思うと、何気ない日常の一こまが本当にありがたいと、
今は心から思えます」と、多くの先生方が口にされていま
す。学校の再開を心待ちにして、心やわらかく、楽しく、
日々を過ごすことができますように。それぞれの場にあって
も皆様の健康が守られますよう、心からお祈りしています。
（令和 2年 5月末現在）

〔審議結果〕
　令和 2年 2月28日に開催した第3回定例会から、令和 2年
5 月27日に開催した第 6 回定例会までの審議内容及び結果
は、次のとおりです。委員の委嘱 5件、規則・規程の改正 1
件、計画の策定 1 件、請願に対する回答 1 件、臨時代理の
承認 4件、事務局職員の人事 2件。
　詳しくは教育総務課庶務係☎470・7775へ。

〔教育委員談話〕
やわらかな心で
教育委員会委員　馬場　そわか
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